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１ 日   時 平成２９年１１月１６日 ５校時 

２ 場   所 １年３組教室 

３ 学年・学級 第１学年３組（２７名  男子１４名 女子１３名） 

 

 

 中学校学習指導要領国語（平成20年）には，「Ｂ 書くこと」の目標として，「目的や意図に応じ，日

常生活にかかわることなどについて，構成を考えて的確に書く能力を身に付けさせるとともに，進んで

文章を書いて考えをまとめようとする態度を育てる。」とある。この単元では，主たる指導事項として

「Ｂ 書くこと」の①指導事項（１）「ウ 伝えたい事実や事柄について，自分の考えや気持ちを，根

拠を明確にして書くこと。」「オ 書いた文章を互いに読み合い，題材のとらえ方や材料の用い方，根拠

の明確さなどについて意見を述べたり，自分の表現の参考にしたりすること。」を中心に進めていくこ

ととしている。こうした指導事項を受けて，本単元では「説得力のある根拠を考え，根拠を明確に示し

て自分の意見を書く。」「書いた文章を互いに読み合い，根拠の明確さや説得力などを確かめ合う。」と

いう学習目標が立てられている。 

 本単元は，生徒が論証の重要性を認識し，その基本的なやり方に慣れることをねらいとしている。論

証とは，自らの主張について，それが正しいと見なされるべき根拠を示すことである。論証能力の育成

は，説得力のある意見文を書くために必須の条件であり，国語科で育成したい論理的思考力の根幹を形

成するものである。本単元の学習目標である，根拠を明確にして説得力のある意見を述べるという論証

能力は，２学年の「反論する」，３学年の「批評する」という単元につながっていくものである。 

また，本校で育成したい資質・能力については，書いた文章をグループで読み比べ，根拠の明確さや

説得力について検討することで，「自ら考え判断する力」を育成することにつなげていきたい。また，

本単元の学習材では，挿絵やグラフ，写真等の視覚的素材が用いられている。こうした「非連続型テキ

スト」を読解することで，「読解力・情報収集能力」の育成にもつなげていきたい。 

 

 

 

 生徒は９月に「構成を考えて書こう」という単元で，「普段の生活や自分について振り返り，書くた

めの材料を集め，伝える内容を考える。」「材料を分類するなどして整理し，段落の役割を考えて，伝え

たい内容にふさわしい文章構成で書く。」という学習をしている。また，本単元の前には，「事実と考え

を区別する」という単元が設定されており，事実と考えを区別したり，考えの根拠に注目したりする学

習を行っている。 

 平成29年度広島県「基礎・基本」定着状況調査では，目的に応じて必要な情報を取り出し，伝えたい

事実を明確に記述する問題で，通過率27.4％（県54.5％）という結果がでている。この問題を解くため

に，「目的に応じて資料から必要な情報を的確に読み取る力」「伝えたい事柄について，根拠となる事実

を明確に記述する力」が必要である。通過率27.4％という結果の原因として，資料の読み取りが不十分

であったことと，事実と意見の違いをしっかりと理解していなかったことが考えられる。この問題の趣

旨は，本単元の学習目標に大きく関わっている。 

 以上のことから，既習内容を想起させ，明確で説得力のある根拠とはどのようなものか，伝えたい内

容にふさわしい文章構成とはどのようなものか，等を考える活動を設定し，複合的な条件をふまえて書

く力を培っていく。 

 

 

 

 単元を貫く言語活動として，チンパンジーの子供の記憶力が人間の大人を上回る，という内容の新聞

記事に入れる図版で，Ａ（写真）かＢ（グラフ）のうち１枚を選び，意見文を書く課題（教科書p113）

単元について 

生徒の実態 

国語科 第１学年 熊野町立熊野中学校 指導者 森島 登紀子  

   

 

 

 

 

単
元
名 

本単元で育成する資質・能力  

 

 
 

自ら考え判断する力，読解力・情報収集能力

能    ，      , 

「  根拠を明確にして書こう  」 

単元の指導 



 
 

に取り組ませる。この課題に取り組むには，記事の内容を捉えたうえで，ＡとＢそれぞれの内容と特徴

をよく観察し，新聞記事における図版の役割を理解していることが必要である。次に，ＡとＢそれぞれ

の長所・短所を書き出す。挙げた長所・短所を，ペアやグループで，根拠の明確さや説得力について，

検討させる。次に，自分の立場とその根拠を選び，意見文を書く。その際，例文を参考にし，伝えたい

内容にふさわしい文章構成とはどのようなものかを考えさせる。意見文の条件として，①字数（180～200

字），②考えと根拠を整合させる，③二つ以上の根拠を挙げる，④事実に基づいた根拠を挙げる，⑤Ａ

とＢの両方に触れる，等の条件を設定する。書いた文章をグループで読み合わせ，感想を交流する。そ

の際，口頭の話合いだけでなく，評価をした内容を具体的に書くようにさせる。疑問に思ったことも書

かせるようにする。 

 

 

 

○ 根拠を明確にして意見文を書く学習に関心をもち，意欲的に書こうとする。 

【関心・意欲・態度】 

○ 説得力のある根拠を考え，根拠を明確に示して自分の意見を書く。 

【書くこと】 

○ 書いた文章を互いに読み合い，根拠の明確さや説得力などを確かめ合う。 

【書くこと】 

○ 文章の構成を明確にするために，接続表現などに注意する。 

【伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項】 

 

 

 

 

 

 

 

〈自己管理能力・見通しをもつ力・計画性〉 

〈自ら考え判断する力〉 

① それぞれのテキストの長所・短所を挙げ，自分の立場

と根拠を決める。 

② 他の文章を読み，根拠の明確さや説得力について評価

する。 

〈高い志〉 

〈協調性・適応性・コミュニケーション能力〉 

〈粘り強さ〉 

〈情報収集能力・読解力〉 

③ 文章，写真，グラフ等の複数のテキストの特徴や内容 

を読み取る。 

ア 関心・意欲・態度 イ 書くこと 
ウ 伝統的な言語文化と 

  国語の特質に関する事項 

① 根拠を明確にして意見文を書

く学習に関心をもち，意欲的に

書こうとしている。 

 

① 二つの挿絵について，教科書

に載っている以外の長所・短所

を，具体的に述べている。 

② 根拠を明確にして意見文を書

いている。 

③ 互いの意見文を読み合って，

根拠が明確に示されているか，

根拠に説得力があるかを確かめ

合っている。 

① 文章の構成を明確にするため

に，接続表現に注意している。 

 

単元の目標 

単元の評価規準 

育成しようとする資質・能力の本単元とのかかわり 



 
 

 

 

（全４時間） 

次 学習内容（時数） 

評     価 

関 書 言 
評価規準 

（評価方法） 

資質・能力の評価 

（評価方法） 

１ 

課題の設定   

○ 意見文の題材となる問題について検

討する。 

 ・ 学習目標と課題を提示する。 

 ・ 「年老いたライオンとキツネ」の挿

絵から，物語の挿絵の役割を考える。 

  （１時間） 

 

 

 

◎ 

   

 

 

ア① 

（観察・発言） 

 

 

 

２ 

情報の収集  

○ 物語の二つの挿絵の長所・短所を書き

出し，立場を決めて，意見文を書く。 

 ・ Ａ・Ｂの長所と短所を書き出す。 

 ・ 長所と短所を比べ，自分の立場を決

める。 

 ・ 説得力があると考える長所や短所

を，二つ以上選び、意見文を書く。 

（１時間） 

  

 

 

 

◎ 

  

 

 

 

イ① 

（発表・ワークシート） 

 

 

情報収集能力・読解

力③（ワークシート） 

 

自ら考え判断する

力①（ワークシート） 

３ 

まとめ・創造・表現 

○ 新聞記事の二つの図版の長所・短所を

書き出し，立場を決めて，意見文の根拠

を吟味する。 

・ 記事の内容をとらえ，図版の役割を

考える。 

 ・ 図版ＡとＢそれぞれの長所と短所を

書き出す。 

 ・ それぞれの長所と短所をグループで

検討する。 

       【本時】（１時間） 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

○ 

  

 

 

 

ア① 

（観察・発言） 

イ① 

（ワークシート） 

 

 

 

 

 

情報収集能力・読解

力③（ワークシート） 

 

４ 

実行・振り返り 

○ 意見文を書き，読み合って感想を交流

する。 

・ 自分の立場を決め，根拠を選ぶ。 

 ・ 設定された条件に沿って，二つ以上

の根拠を用いて意見文を書く。 

 ・ グループで互いに読み合い，感想を

交流する。 

 ・ 学習を振り返り，自己評価をする。 

            （１時間） 

  

 

 

 

◎ 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

イ②，ウ① 

（作文） 

イ③  

（発言・ワークシート） 

 

 

 

 

自ら考え判断する

力①② 

（ワークシート） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

指導と評価の計画 



 
 

 

 

（１）本時の目標 

   新聞記事の二つの図版のうち一つを選ぶ根拠を吟味し,選択することができる。 

 

（２）本時の学習展開 

学習事項 
指導上の留意事項（◇） 

「努力を要する」状況と判断して生徒への手立て（◆） 

評価規準 

（評価方法） 

資質・能力の評価 

（評価方法） 

 

 
〇 復習として，「老いたライ

オンとキツネ」の挿絵を選ぶ

根拠を考えた問題について

振り返る。 

 

 

〇 本時の課題を把握する。 

 （教科書 p113） 

 

〇 本時のめあてを確認する。 

 

 

 

〇 記事を読み，内容を把握す

る。 

〇 Ａ・Ｂの図版に表現されて

いることを確認する。 

 〔個人→ペア〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 Ａ・Ｂそれぞれの長所・短

所を書き出す。 

 

 

 

 

 

 

 

 
◇ 「何がどのように描かれている

か（事実）について，共通点と相

違点を挙げたこと」「相違点をも

とに二つの挿絵についてそれぞ

れ長所と短所を書き出し，根拠を

考えたこと」を想起させる。 

◇ 新聞の紙面は限られているの

で，図版は一つしか載せるスペー

スがないことを前提とする。 

 

 

 

 

◇ 記事の内容や構成を確認させ

る。 

◇ それぞれの図版が対応してい

る記事の内容を確認させる。 

◇ 図版の役割と，Ａ（写真）とＢ

（グラフ）の特徴を観察させる。 

◇ 共通点・相違点の視点から考え

させ，二つ以上挙げたら G カード

を黄色で示させる。 

◆ 相違点の観点に気付かせるヒ

ントを与える等の支援を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇ 相違点から,二つ以上選び，長

所・短所を書き出す。 

◇ 「〇〇（相違点）から，・・・

ということが考えられる。（事実

→推測）」「〇〇という（相違点）

から・・・ということが分かる。

（事実→事実）」という話型で書

かせる。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ア① 

(観察・発言) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ① 

（ ワ ー ク シ ー

ト） 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

情報収集能力・

読解力③ 

（ワークシー

ト）  

 

 

本時の学習（3／4時間） 

１ 本時の問題を把握する。（５分） 

根拠を吟味して，図版を選択することができる。 

２ 問題を検討する。（15分） 

〔予想する生徒の反応〕 

図版の役割：記事に興味・関心をもたせる。記事の内容を補ったり，分かりやすくしたりする。 

共通点  ：記事の内容を分かりやすくしている。実験や観察をしたことの真実性を高めている。 

相違点  ：「対応する段落」 A→第 2 段落 B→第 3 段落 

      「表現していること」A→チンパンジーがボタンを押している様子  

B→人間の大人，チの大人，チの子供を比較した実験結果 

      「図版の特徴」A→写真（何をしているかが一目でわかる） 

             B→折れ線グラフ（複数の事柄の変化が一目でわかる） 

       

     

 

 

３ 長所・短所を書き出し，根拠を吟味する。（25分） 



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 説得力のある根拠として，

長所・短所を吟味する。 

         〔班〕 

 

〇 班ごとに全体に発表する。 

〇 ＡかＢ選択させる。 

 

 

〇 本時の学習のまとめをす

る。 

〇 次時の学習の内容を予告

する。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇ 発表者に対して，聞き手に納得

できるかどうかを評価させる。聞

き手は評価の理由を述べ，発表者

はそれをメモするよう指導する。 

 

 

 

 

◇ 自己評価表に記入する。 

 

◇ 意見文を書く。 

 

（３）板書計画 

 

４ まとめをする。（5分） 

【「概ね満足できる」状況（Ｂ）と判断する根拠】 

相違点から二つ以上選び，長所（または短所）を書くことができる。 

（記述の例） 

  Ａの写真には，ボタンを押しているチンパンジーの後ろ姿が写っている。この写真によって，読者

が興味をひきつけられ，関心をもって記事を読んでくれることが期待できる。 

  Ｂでは実験の結果が，折れ線グラフで示されている。このことによって，チンパンジーの子供が,大

人の人間やチンパンジーよりも記憶力が優れていることが一目で分かる。 

【十分満足できる】状況（Ａ）と判断する根拠】 

 相違点から二つ以上選び，それぞれの長所と短所を書くことができる。 
（記述の例） 

  Ａの写真には,ボタンを押しているチンパンジーの後ろ姿が写っている。この写真によって，読者が

興味をひきつけられ，関心をもって記事を読んでくれることが期待できる。 

  これに対してＢは，細かいデータが並んでいる。このことにより，読者に難しいという印象を与え，

読まずに飛ばしてしまう可能性がある。 

【配慮を要する】状況（Ｃ）と判断される生徒への手立て】 

  立場を決めさせ，その理由から長所・短所を考えるよう支援する。 

本
時
の
め
あ
て  

根
拠
を
吟
味
し
て
、
図
版
を
選
択
で
き
る
。 

学
習
の
流
れ 

 

問
題
の
検
討
→
長
所
・
短
所
→
意
見
文 

「
チ
ン
パ
ン
ジ
ー
の
子
供
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記
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力
、
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間
の
大
人
を
上
回
る
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図
版
Ａ 

図
班
Ｂ 

共
通
点
・
相
違
点
〔
事
実
〕 

 

生
徒
の
発
表
内
容 

長
所 

  

短
所 

長
所 

  

短
所 

《
図
版
の
役
割
》 

 

・
記
事
の
内
容
を
補
っ
た
り
、
分
か
り
や
す
く
し
た
り
す
る
。 

 

・
記
事
に
興
味
・
関
心
を
も
た
せ
る
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事
実 

と
い
う
こ
と
か
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考
え 


